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　平成23年度消防功労者総務大臣表彰に町消
防団長の長岡宏さん（70歳・新町）が選ばれ
ました。長岡さんは昭和41年に町消防団に入
団。第２分団の分団長を務めたあと、昭和62
年から町消防団副団長、平成９年からは団長
を務めています。
　特に若手の育成や消防技術の向上に積極的
に取り組まれ、４度の全国消防操法大会出場
を果たしました。
　また、平成18年10月の大雨災害時や昨年12
月の大雪災害時には、情報収集や災害発生危
険箇所の巡回点検の実施を指示し、災害の未
然防止、人命の保護に全力を尽くされました。
このような功績などが認められ、今回の表彰
となりました。
　長岡さんは「私個人のものではなく、団員
一人一人の忠実な活動や、指導いただいた分
署員や町の方々のご尽力の賜物と思っていま
す」と語りました。

町消防団長の長岡宏さん
消防功労者総務大臣表彰
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こ
の
度
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
支
援
を
賜
り
、
再
び
町
政
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
の
東
日
本

大
震
災
後
、
社
会
情
勢
が
混
迷
し
た
状
況

に
あ
る
な
か
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

信
託
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
次

代
を
見
据
え
一
歩
先
行
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
た
光

り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
諸
課
題
に

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

１
期
目
就
任
当
時
か
ら
、
全
国
の
山
村

は
厳
し
い
財
政
状
況
と
平
成
の
大
合
併
な

ど
で
、
将
来
へ
の
夢
や
希
望
を
持
て
ず
疲

弊
し
た
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
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山
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魅
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を
再
認
識
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な
が
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に
挑
戦
す
る
町
づ
く
り
を
進

め
、
皆
さ
ん
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

町
、
誇
り
を
持
て
る
町
と
し
て
の
山
村
モ

デ
ル
の
創
造
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
特
に

町
財
政
の
健
全
化
を
は
じ
め
、
葛
巻
病
院

の
経
営
健
全
化
や
医
師
確
保
、
酪
農
・
林

業
な
ど
の
基
幹
産
業
の
振
興
な
ど
「
自
立

の
町
」
の
基
盤
固
め
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
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・
安
心
の
た
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備
や
高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
・
教
育

環
境
の
充
実
、
交
流
人
口
の
増
加
対
策
や

移
住
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取
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で
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。
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こ
れ
か
ら
の
４
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お
け
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ま
ち
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く
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は
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皆
さ
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を
結
集
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、
安
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し
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一
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ま
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に
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尽
く
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決
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あ
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ま

す
。
特
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も
、
皆
さ
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が
日
頃
か
ら
感
じ

て
い
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を
一
つ
一
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消
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そ
の
た
め
、
医
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、
子
育
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、
学

校
教
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な
ど
の
環
境
充
実
に
努
め
る
ほ
か
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６
次
産
業
化
と
く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
、
担
い
手
や
も
の
づ
く
り
職
人
の
育
成
、

足
腰
の
強
い
経
営
体
の
確
立
、
中
心
市
街

地
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
の
産
業
振
興
を
図

り
ま
す
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さ
ら
に
は
、
豊
か
な
自
然
と
の

共
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を
図
り
つ
つ
、
山
村
が
持
っ
て
い
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多
面
的
な
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を
活
用
し
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シ
ス
テ
ム
の
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築
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
基
地
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
も
懸
念
さ
れ
る
人
口
減
少
対

策
に
は
、
全
町
民
が
一
丸
と
な
っ
た
人
口

増
加
対
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
継
続
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す
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こ
れ
ら
の
取
り
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が
結
果
と
し
て
、

葛
巻
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｢

住
み
続

け
た
い
ま
ち｣

と
し
、
町
民
が
こ
こ
に
住

み
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
町
に｢

誇

り｣

と｢

夢｣

を
も
た
ら
し
て
く
れ
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も

の
と
信
じ
て
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ま
す
。

　

現
在
、
町
政
の
み
な
ら
ず
国
・
県
を
と

り
ま
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

特
に
も
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災
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先
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安
感
が
増
大
し
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お
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ま
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。
こ
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い
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時
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か
ら
こ
そ
、
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一
人
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が
、
お
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立
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支
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、
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当選証書付与式は８月８日行われ、下屋敷利美町選挙管理
委員長から鈴木重男氏に当選証書が手渡されました。委員長から鈴木重男氏に当選証書が手渡されました。

２期目の初日にあたる８月28日、小田地区で行われた町総
合防災訓練でがれき撤去の訓練を見守る統監の鈴木町長。合防災訓練でがれき撤去の訓練を見守る統監の鈴木町長。

絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
ピ
ン
チ
は
大
き
く
伸

び
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

葛
巻
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
今
、
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
共
に

考
え
歩
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、｢

町
民
と
一
体
と
な
っ
た
光

り
輝
く
ま
ち
づ
く
り｣

を
実
現
す
る
た
め
、

誠
心
誠
意
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


